






要約:小児期に認められる肝癌は肝芽腫と成人型肝癌に大別され、後者は比較的稀であるが

多様な小児期慢性肝疾患に合併する。我々は、過去 12 年間に経験した小児期慢性肝疾患に

合併した成人型肝癌6例について、その臨床像を他の報告例と比較検討し、以下の結論を

得た。HBs 抗原キャリアーでは、その病型にかかわらず 4 才以後肝癌発生の危険があり、

定期的なモニターリングが必要である。その他の胆汁うっ滞性症候群ではさらに早期に合

併する傾向があり、高頻度のモニターリングを必要とする。 


